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果実の供給力の維持・強化
【新規・拡充】

・高品質な国産果実は我が国の強み。

・しかしながら、果樹産地では、高齢
化等に伴い担い手が減少してお
り、果実の供給力の維持が困難に
なるおそれ。

⇒ まとまった園地を整備し、高品質
果実の安定供給を図れる産地体制の
整備を図り、次世代に円滑に承継し
ていく必要。

・機構を通じた改植において、ほ場の集約化に伴い追加的な土層改良経費
を要する場合には、改植単価を加算。

果樹農業振興基本方針に即し、農地中間管理機構による園地整備や改植、高品質果実の供給力の維持・向上につなが
る産地体制の整備、健康面等の消費者ニーズや流通・消費構造の変化に対応した国産果実加工品の需要拡大等を推進。

【改 植】２３万円／10a （みかん等のかんきつ類）
１７万円／10a （りんご等の主要落葉果樹等）
３３万円／10a （りんごわい化栽培等）

қ ２万円／10a
【未収益】２２万円／10a （5.5万円×４年分）

・耕作者や園地、樹齢等の詳細な産地情報を集約し、果実の供給力維持に向けた検討を支援。
Ҟ ὑ

・新規就農者を呼び込む「産地キャリアプラン」の策定、プラン策定産地に対する研修の実施
を支援。 Ҟ ὑ

農地中間管理機構による面的な改植、園地集約の推進 【拡充】
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果樹経営の次世代への円滑な承継に向けた検討の支援 【新規】
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１ha未満の農家
割合：約60％

2ha以上の農家
割合：約15％

・機構を通じた改植に当たり、複数年に分割して改植経費を支援できる運用を導入。
（例：かんきつ25万円／10a（加算後）のうち、伐採・抜根経費等(15万円／10a)を初年度に、苗木の定植

経費等(10万円／10a)を後年度に支払）。

［機能性表示を訴求している果実加工品の例］
・知識の普及 ・人材育成 ・果実等の魅力発信による

需要フロンティアの開拓･普及等の取組を支援 Ҟ ὑ

○ -̡クリプトキサンチン高含有 「ＰＯＭ
アシタノカラダみかんジュース」
（農研機構果樹研究所・㈱えひめ飲料）

加工流通対策の推進

・ストレート果汁や機能性表示の利用
など、健康面等の消費者ニーズや流
通・消費構造の変化に対応した国産
果実加工品の需要拡大が重要。

［機能性表示を訴求している果実加工品の例］・産地における加工用果実の作柄安定技術の導入、果汁製品
の高品質化設備や長期保存施設等の導入、新需要に対応し
た商品開発、サプライチェーンの構築や需要拡大に向けた
取組等を支援。 Ҟ ὑ 1

○ -̡クリプトキサンチン高含有 「ＰＯＭ
アシタノカラダみかんジュース」
（農研機構果樹研究所・㈱えひめ飲料）
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http://www.maff.go.jp/j/keiei/kouk

ai/kikou/  

 

４ 最後に        

 

 

中央果実協会からのお知らせ 

平成２８年度なしの安定生産に向けたなし花粉の利用実態調査結果の概要  

―情報部― 

 

 

 

 

主な調査内容 
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主要な調査結果 
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なし花粉の確保に向けた提言 
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  平成２８年度果物の消費に関する調査結果報告書（幼少期における食育の実態と果物消費） 

－需要促進部－ 
 
 

 

 

 

 

 

 

〇 調査対象者等 

,

 

 

１ 果物積極摂取層は、食や食材に対

する意識が非常に高い 

 

  

 

 

 

２ 幼少期の家庭での親の食事教育で

は、「果物積極摂取層」で積極的 

 

 

 

３ 幼少期の教育機関での食事教育

でも、「果物積極摂取層」で積極的 

 

 

 

４ ２７年度及び２８年度の調査を通
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図１ 食事・食物に関する意識
（「とても当てはまる」、「やや当てはまる」の合計）

全体（％） 果物積極摂取層とそれ以外層との差（ポイント）

 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

図２ 幼少期の親の食事教育
（「とても当てはまる」、「やや当てはまる」の合計）

全体（％） 果物積極摂取層とそれ以外層との差（ポイント）
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図３ 幼少期の教育機関における食事教育
（「とても当てはまる」、「やや当てはまる」の合計）

全体（％） 果物積極摂取層とそれ以外層との差（ポイント）
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